
資料４－３

一般国道５４号 三刀屋拡幅



道路建設事業の再評価項目調書 

 

事業名 一般国道54号 三刀屋
み と や

拡幅 
事業 

区分 
一般国道 事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点  自：島根県雲南
うんなん

市三刀屋町
み と や ち ょ う

三刀屋
み と や

 

 至：島根県雲南
うんなん

市木次町
きすきちょう

里方
さとがた

 

延長 
４．１km 

事業概要  

  一般国道54号は、広島県広島
ひろしま

市を起点に広島県三次
み よ し

市を経由し、島根県松江
ま つ え

市に至る総延長約180kmの

主要幹線道路である。三刀屋
み と や

拡幅は、島根県雲南
うんなん

市三刀屋
み と や

町周辺の円滑な交通と交通安全の確保を図ると

ともに周辺の開発計画に寄与することを目的とした延長4.1kmの道路整備事業である。 

Ｈ５年度事業化 Ｈ４年度都市計画決定 Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１１年度工事着手 

全体事業費 約144億円 事業進捗率 
（R2年度末見込み） 

７９％ 供用済延長 １．７ｋｍ 

計画交通量   5,800～18,800台/日 
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ (3便益) 総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  
(事業全体)  1.01 
 
(残事業)   2.5 

      35 / 223 億円 
 事業費    ： 25 / 205億円 
 維持管理費： 9.8 / 18億円 

         90 / 226 億円 
 走行時間短縮便益：  87 /  218億円 
 走行費用減少便益： 2.1 /  6.4億円 
 交通事故減少便益： 0.22/  1.5億円 

令和２年 

感度分析の結果    
（全体事業）交 通 量：B/C＝0.9～1.1（交 通 量±10％）（残事業）交 通 量：B/C＝2.3～2.8（交 通 量±10％） 

      事 業 費：B/C＝1.001～1.02（事 業 費±10％）   事 業 費：B/C＝2.4～2.7（事 業 費±10％） 
      事業期間：B/C＝0.97～1.1  （事業期間±20％）   事業期間：B/C＝2.5～2.6（事業期間±20％） 

事業の効果等  
① 円滑なモビリティの確保 
・渋滞損失時間の削減が見込まれる【1620千人時間/年→1100千人時間/年 32%削減】 
・利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 

【雲南市民バス：吉田大東線・北原線等42便/日】 
・雲南市から出雲空港までの所要時間短縮が見込まれる 

【雲南市（三刀屋総合センター）～出雲空港：19分→18分】 
② 都市の再生 
・雲南市の市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

【第２次雲南市総合計画、雲南市都市計画マスタープラン、新市建設計画】 
・中心市街地内で行う事業   【中心市街地 R54沿線まちづくり基本計画、雲南市中心市街地活性化基本計画】 

③ 国土･地域ネットワークの構築 
・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上    【雲南市（三刀屋総合センター）～松江市：34分→33分】 

    【雲南市（三刀屋総合センター）～出雲市：40分→39分】 
④ 安全で安心できるくらしの確保 
・三次医療施設へのアクセス向上    【雲南市（三刀屋総合センター）～島根県立中央病院29分→28分】 

⑤ 災害への備え 
・島根県の第１次緊急輸送道路に指定（一般国道54号） 

⑥ 地球環境の保全 
・CO2排出削減量が約1.7千t/年【88.0千t/年→86.3千t/年】 

⑦ 生活環境の改善・保全 
・NOX排出量が約5.1t/年（約3%）削減【181.9t/年→176.9t/年】 
・SPM排出量が約0.3t/年（約3%）削減【  9.9t/年→  9.6t/年】 

⑧ 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとの関係 
・第２次雲南市総合計画 （2015-2024）、雲南市都市計画マスタープラン（H26.2）等との連携プログラム 
に位置づけられている 

 
 

-1-



関係する地方公共団体等の意見  

三刀屋拡幅は、円滑な交通と交通安全の確保、まちづくりの支援、地域経済の発展などが期待されており、雲
南市長はもとより、商工会、工業団地振興会、ＪＡ、消防団、住民による協議会など様々な団体から早期整備の
要望を受けている。 
 
島根県知事の意見：対応方針（原案）については妥当である。 
 三刀屋拡幅は、円滑な交通と交通安全の確保、地域経済の発展などに寄与する事業である。県や市の関連する
事業なども実施してきたところであり、雲南市三刀屋町三刀屋から市道要害１号線までの区間の円滑な交通と交
通安全の確保を図るため整備を促進していただきたい。 

 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等   

 三刀屋拡幅沿線部では、商業施設等も立地し、市街化が進展しており、人口も増加傾向である。 
 段階的に4車線化しており、ボトルネックとなっていた里熊大橋の渋滞が解消した。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

令和２年度末で事業全体の進捗率は79％となる見込みである。 
現在までに三刀屋木次ＩＣ周辺から雲南市木次町里方までの1．7kmが4車線開通している。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

 投資効果の早期発現を図るため段階的に整備しており、今後（県）稗原木次線～（市）要害１号線の4車線開通
を予定している。 

施設の構造や工法の変更等  

今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ事業を推進していく。 

対応方針  事業継続 

対応方針決定の理由  

 以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳と一致しないことがある。 
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

「事業再評価」

一般国道５４号 三刀屋拡幅

令和２年 １１月

国土交通省 中国地方整備局

み と や
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

①事業の必要性の視点
1）事業を巡る社会情勢等の変化

◇平成２８年３月に里熊大橋南詰から里方交差点まで（約0.5km）を４車線化、右折レーンを新設し、ボトルネックとなっていた里熊大橋の渋滞が解消。
◇雲南市が、平成２８年１１月に「雲南市中心市街地活性化基本計画」、平成３０年１月に「中心市街地R54沿線まちづくり基本計画」を策定。
◇令和元年７月に雲南市中心市街地商業施設（地産地消レストラン等の複合施設）が開業。

2）事業の効果

3）事業の進捗状況

②事業の進捗見込み

◇投資効果の早期発現を図るため段階的に整備しており、今後（県）稗原木次線 ～ （市）要害１号線の４車線開通を予定している。

③コスト縮減や代替案立案の可能性

◇今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ事業を推進していく。

・上記①②の各視点により、以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
・今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、効率的な事業実施に努める。

◇令和２年度末で事業全体の進捗率は７９％となる見込みであり、現在までに三刀屋木次ＩＣ周辺から里方交差点までの約1．7kmが４車線化している。

【今後の対応方針（原案）】

１．再評価の視点

２．県への意見照会結果

今後の対応方針（原案）

◇費用便益比（B／C）＝ 1.01 （事業全体） 2.5 （残事業）
◇道路の役割

①雲南市の魅力あるまちづくり（中心市街地形成や商業集積など）を支援
［宅地化等による人口増加(対H11：約1.8倍)］、[中心市街地の新規出店数の増加：2.6倍(H23～H27：10→H28～R1：26)］

②環境への影響を考慮した効果［約1.7千㌧/年のCO2削減］
三刀屋拡幅整備に伴う速度向上による地球環境（CO2）の改善効果を算定

③沿道環境の改善［NOX排出量：約5.1トン/年(約2.8%)削減、SPM排出量：約0.3トン/年(約3.2%)削減］

島根県知事の意見：対応方針（原案）については妥当である。
三刀屋拡幅は、円滑な交通と交通安全の確保、地域経済の発展などに寄与する事業である。県や市の関連する事業なども実施してきたところであり、

雲南市三刀屋町三刀屋から市道要害１号線までの区間の円滑な交通と交通安全の確保を図るため整備を促進していただきたい。
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

１．再評価の重点化・効率化判定票（道路・街路事業）

項目
判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない
沿線市町村の人口 H28.4：40,295人 → R2.4：37,450人（雲南市）
沿線市町村の自動車保有台数 H26年度末：34,435台 → H30年度末：
33,620台（雲南市）

変化なし
■

変化あり
□

前回評価からの事業費・事業期間の増加
増加
無し

10%以内
増加 10%超え

事業費の増加
全体事業費：144億円（H27年度再評価時）→144億円（R2年度再評価時）
※増加無し

■ □ □

事業期間の増加 29年（H27年度再評価時） → 33年（R2年度再評価時） ※増加率13% □ □ ■

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない H30.2.9_費用便益分析マニュアル改定
変化なし

□
変更あり

■

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内）
132,300TE/日（H27年度再評価） → 135,900TE/日（R2年度再評価）

※増加率+3%

10%以下
■

10%超え
□

周辺ネットワークで新規事業化がない
なし
■

あり
□

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して費用対効果分析に要する費用が大きい
・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準
値を上回っている

直近３ヶ年の事業費の平均に対する分析費用 3.0% ＞ 基準値（1.0%）
前回評価時の感度分析下位ケース 0.9 ＜ 基準値（1.0）

満たしている
■

満たしてない
□

前回評価で資料の作成を省略していない
省略していない

■
省略している

□

前回評価で費用対効果分析を省略していない
省略していない

■
省略している

□

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） 特になし －

以上より、審議区分 ： 重点 資料 ： 作成 費用対効果分析 ： 実施 とする。
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

２．事業概要
（１）位置図

E9

●一般国道５４号は、広島県広島市を起点に広島県三次市を経由し、島根県松江市に至る総延長約１６０kmの主要幹線道
路である。

●三刀屋拡幅は、島根県雲南市三刀屋町三刀屋から雲南市木次町里方に至る延長４.１kmの道路整備事業である。

ひ ろ し ま み よ し ま つ え

み と や う ん な ん み と や ち ょ う み と や う ん な ん き す き ち ょ う さ と が た
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

●三刀屋拡幅は、島根県雲南市三刀屋町周辺の円滑な交通と交通安全の確保を図ることを目的とした事業である。

起 終 点
起点：島根県雲南市三刀屋町三刀屋

終点：島根県雲南市木次町里方

計画延長 ４．１ｋｍ

道路規格 第４種第１級

車 線 数 ２車線,４車線

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

うんなん み と やちょう み と や

右折車線

3000

直進車線 2車線

6500

路肩

500

自転車歩行者道

3500

Ｗ＝２５．０

自転車歩行者道

3500

路肩

500

直進車線 2車線

6500

中央分離帯

1000
植樹帯 自転車歩行者道

3500

停車帯

1500

直進車線

3250

右折車線

3000

直進車線

3250

停車帯

1500

自転車歩行者道

3500

Ｗ＝１９．５

(市道)

Ｗ＝２５．０

【 ４車線区間 】【 ２車線区間 】

右折車線 ＋ 自転車歩行者道整備 ２車線 → ４車線 ＋ 自転車歩行者道整備

計画概要 標準断面図

２．事業概要
（２）事業目的と計画概要

うんなん きすきちょうさとがた

至

広
島

至

松
江

雲南市役所

三刀屋小

斐伊小

斐伊こども園

四ツ葉学園保育所

斐伊保育所

雲南消防本部
三刀屋川

斐伊川

三刀屋こども園

平成記念病院

三刀屋保育所
三刀屋高

雲南警察署三刀屋総合
センター

三刀屋中

み と や きすき

三刀屋木次IC

三刀屋拡幅 L=4.1km

H17年3月拡幅
L=0.7km （4/4）

H23年3月拡幅
L=0.5km （4/4)

H28年3月拡幅
Ｌ＝0.5kｍ （4/4）L=2.4km（用地買収及び工事推進中）

う
ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

２車線区間 L=1.9km ４車線区間 L=2.2km

54

54

314

271

272

271 332

45

26 197

さとがた

里方交差点
（市）要害１号線

（県）吉田三刀屋線
（旧国道）

み と や

三刀屋新大橋

尺の内流通
業務団地

木次拠点工業団地

さとくま

里熊大橋 L=290m

詳細図 凡例
学校・保育所 警察・消防など
二次救急医療機関 市役所
中心市街地活性化地域

【写真②】里熊大橋～里方交差点
延長0.5km

平成28年3月開通（4車線）

至 松江

至 広島

凡例

三刀屋拡幅（４車線開通済)

三刀屋拡幅（４車線整備中)

三刀屋拡幅（２車線整備中)

高速道路

一般国道

主要地方道

都道府県道

その他道路

【写真①】用地進捗状況（令和2年7月末）

至 松江

至 広島

13,792台/24h※

9,192台/24h※

804台/24h※

※Ｈ２７全国道路・街路交通情勢調査より
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

●平成５年度に事業着手し、平成２８年３月までに三刀屋木次IC周辺から里方交差点までの延長約１.７kmを４車線化。

●現在は、三刀屋木次IC周辺から雲南市三刀屋町三刀屋までの延長２.４kmの工事を推進している。

２．事業概要
（３）事業の経緯および進捗状況

至

広
島

至

松
江

三刀屋川

斐伊川

三刀屋拡幅 L=4.1km

H17年3月拡幅
L=0.7km （4/4）

H23年3月拡幅
L=0.5km （4/4)

H28年3月拡幅
Ｌ＝0.5kｍ （4/4）L=2.4km（用地買収及び工事推進中）

う
ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

２車線区間 L=1.9km ４車線区間 L=2.2km

54

54

314

271

272

271

332

45

26

197

さとがた

里方交差点み と や

三刀屋新大橋

尺の内流通
業務団地

木次拠点工業団地さとくま

里熊大橋 L=290m

24

事
業
経
緯

区間
年度

区間①
雲南市三刀屋町三刀屋～（市）要害１号線

区間②
（市）要害１号線～（都）下熊谷１号線

区間③（都）下熊谷１号線～雲南市木次町里方

区間③－１ 区間③－２

平成５年２月 都市計画決定

平成５年度 事業着手

平成１０年度 用地買収着手

平成１１年度 工事着手

平成１６年度 平成１７年３月（L=0.7km）拡幅

平成１７年度 工事着手

平成１９年度
用地買収着手

中国地方整備局 事業評価監視委員会

平成２１年度 中国地方整備局 事業評価監視委員会（一部区間を２車線整備など道路構造の見直し）

平成２２年度 平成２３年３月（L=0.5km）拡幅 里熊大橋側道橋完成

平成２４年度 中国地方整備局 事業評価監視委員会

平成２６年４月 都市計画変更（一部、完成２車線）※H24再評価で承認済

平成２７年度 中国地方整備局 事業評価監視委員会 平成２８年３月（L=0.5km）拡幅

平成３０年度 用地買収着手

令和２年度 中国地方整備局 事業評価監視委員会

み と や きすき

三刀屋木次IC

雲南市役所

※完成事業費に対する割合

用 地 ６２％

工 事 ８７％

全 体 ７９％

事業の進捗状況
（令和２年度末）

凡例

三刀屋拡幅（４車線開通済） 高速道路

三刀屋拡幅（４車線整備中） 一般国道

三刀屋拡幅（２車線整備中） 主要地方道

中心市街地活性化地域 都道府県道

その他道路事業の経緯
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

３．前回評価時からの主な周辺環境の変化

●雲南市は、平成２８年１１月に「雲南市中心市街地活性化基本計画」、平成３０年１月に「中心市街地R54沿線まちづくり基

本計画」を策定し、国道５４号沿線の下熊谷地区等を中心市街地活性化地域に位置付け、まちづくりを進めている。

●令和元年７月には、雲南市中心市街地商業施設（地産地消レストラン等の複合施設）が開業。

至

広
島

至

松
江

雲南市役所

斐伊小

斐伊こども園

四ツ葉学園保育所

斐伊保育所

雲南消防本部
三刀屋川

斐伊川

三刀屋こども園

平成記念病院

三刀屋保育所
三刀屋高

雲南警察署三刀屋総合
センター

三刀屋中

み と や きすき

三刀屋木次IC

三刀屋拡幅 L=4.1km

H17年3月拡幅
L=0.7km （4/4）

H23年3月拡幅
L=0.5km （4/4)

H28年3月拡幅
Ｌ＝0.5kｍ （4/4）L=2.4km（用地買収及び工事推進中）

う
ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

２車線区間 L=1.9km ４車線区間 L=2.2km

54

54

314

271

272

271 332

45

26 197

さとがた

里方交差点
（市）要害１号線

（県）吉田三刀屋線
（旧国道）

み と や

三刀屋新大橋

尺の内流通
業務団地

木次拠点工業団地さとくま

里熊大橋 L=290m

凡例
学校・保育所 警察・消防など
二次救急医療機関 市役所
中心市街地活性化地域

凡例

三刀屋拡幅（４車線開通済） 高速道路

三刀屋拡幅（４車線整備中） 一般国道

三刀屋拡幅（２車線整備中） 主要地方道

中心市街地活性化地域 都道府県道

その他道路

【写真①】 令和元年７月に開業した雲南市中心市街地の商業施設 【写真②】 里熊大橋～里方交差点 延長0.5km 平成28年3月開通（4車線）

至 広島

至 松江

写真①

商業施設

下熊谷地区

しも くま たに

しも くま たに

24
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

●平成２８年３月に里熊大橋南詰から里方交差点まで（約０.５km）を４車線化し、里熊大橋交差点に右折レーンを新設。

●里熊大橋交差点から松江方面に向かって朝ピーク時に最大６５０ｍ、夕ピーク時に最大７５０ｍの渋滞が発生していたが、解
消され円滑な交通が確保された。

渋滞解消状況 形状の変更

4車線化・右折レーンを設置

至 松江

至 広島

至 松江

至 広島

断面図(A-A’断面)

（単位：ｍ）

A

A’

A’

A 既設橋梁

1.0 3.25 3.25 3.0

10.500.4

今回拡幅橋梁22.67

3.25 3.25

3.0

0.5

0.2 0.47.0

0.5
0.250.42

1.170

右折レーン

9.3

1.0 3.25 3.25 0.25

7.750.4 1.15

３．前回評価時からの主な周辺環境の変化

【下り線（松江方向）渋滞状況】
整備前

２車線しかない
橋梁上で
渋滞が発生

整備後

４車線化及び
右折レーンの
設置により
渋滞が解消

整備前整備前

整備後

（単位：ｍ）

整備後

至

広
島

至

松
江

雲南市役所

三刀屋川

斐伊川

54

54

314

271

272

271
332

45

26

197

さとがた

里方交差点

み と や

三刀屋新大橋

尺の内流通
業務団地

木次拠点工業団地

24

み と や きすき

三刀屋木次IC

里熊大橋交差点周辺
【平日交通量】13,792台/日
※平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査

さとくま

里熊大橋 L=290m

写真

渋滞長 整備前
※H23.8.30調査

整備後
※H28.3.31調査

朝 650m 解消

夕 750m 解消

凡例

三刀屋拡幅（４車線開通済） 高速道路

三刀屋拡幅（４車線整備中） 一般国道

三刀屋拡幅（２車線整備中） 主要地方道

中心市街地活性化地域 都道府県道

その他道路

里熊大橋交差点

三刀屋拡幅 L=4.1km

H17年3月拡幅
L=0.7km （4/4）

H23年3月拡幅
L=0.5km （4/4)L=2.4km（用地買収及び工事推進中）

う
ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

２車線区間 L=1.9km ４車線区間 L=2.2km

H28年3月拡幅
Ｌ＝0.5kｍ （4/4）
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

４．事業の必要性

（１）現状の課題

（２）道路整備により期待される効果

課題②：安全・安心の確保

課題③：安全・安心な歩行空間の確保

①：中心市街地活性化の支援

課題①：円滑なモビリティの確保

整備効果②：死傷事故の減少

整備効果③：歩行者等の安全性向上

整備効果①：新規出店数や人口の増加

整備効果①：交通混雑の緩和

②：救急搬送を支援
整備効果②：円滑な搬送が可能となり、住民の

安心な暮らしを支援
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

４．事業の必要性
（１）現状の課題
課題①円滑なモビリティの確保（交通混雑の緩和）

●上り方向（広島方面）においては、４車線整備中区間を先頭に速度低下が発生し、４車線開通済区間に影響を及ぼしている。

●今後の整備により、円滑な交通が確保され、交通混雑の緩和が期待される。

20

30

40

50

60

20

30

40

50

至

広
島

至

松
江

雲南市役所

三刀屋川

三刀屋拡幅 L=4.1km

H17年3月拡幅
L=0.7km （4/4）

H23年3月拡幅
L=0.5km （4/4)

H28年3月拡幅
Ｌ＝0.5kｍ （4/4）L=2.4km（用地買収及び工事推進中）

う
ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

２車線区間 L=1.9km ４車線区間 L=2.2km

54

314

271

272

271

26 197

（市）要害１号線

（県）吉田三刀屋線
（旧国道）

み と や

三刀屋新大橋

木次拠点工業団地

54

資料：ETC2.0プローブデータ（H31.4平日平均 18時台)

４車線整備中

上り線の速度低下状況（夕ピーク時）

（km/h）
50

40

30

20

上り
（広島方面）

（km/h）
50

40

30

20

下り
（松江方面）

斐伊こども園

四ツ葉学園保育所
斐伊保育所

雲南消防本部

三刀屋こども園

三刀屋総合
センター

斐伊小
尺の内流通
業務団地

尺の内流通
業務団地

三刀屋小

45

【写真①】R2.10撮影

至 広島

至 松江

9,192台/24h

13,792台/24h

三
刀
屋

下
熊
谷

※交通量：H27全国道路・街路交通情勢調査より

里
方

里
熊
大
橋

夕ピーク時旅行速度

さとくま

里熊大橋 L=290m

４車線開通済

平成記念病院

み と や きすき

三刀屋木次IC

雲南警察署

２車線整備中

三刀屋中

三刀屋保育所
三刀屋高

整備中区間を先頭に速度低下
４車線開通済区間まで影響

332

三刀屋拡幅（４車線開通済）

三刀屋拡幅（４車線整備中）

三刀屋拡幅（２車線整備中）

中心市街地活性化地域

高速道路 警察・消防など

一般国道 市役所

主要地方道 学校・保育所

都道府県道 二次救急医療機関

その他道路 信号交差点
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

15

11

4
10

19
21

0

5

10

15

20

25

H25-H27 H28-H30

整備中区間

開通済区間

(件/3年）

0%

5%

11%

2%

2%

64%

57%

36%

18%

11%

24%

14%

9%

8%

0%

5%

4%

4%

8%

11%

0%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 右折時 左折時 その他車両相互 車両単独

追突の発生割合は約６割と
全国平均を上回る

国道５４号
三刀屋拡幅
（事業区間）

(n=28件/4年)

全国（一般国道）
(n=449,011件/4年)

全国（全路線）
(n=1,938,866件/4年)

開通済区間(H17.3～H28.3)

４．事業の必要性
（１）現状の課題
課題②安全・安心の確保（死傷事故の減少）

死傷事故率

至

広
島

至 松江

み と や きすき

三刀屋木次IC
54

271

272

271
332

26 197

54

54

２車線整備中区間 ４車線
整備中区間

24

45

314

54

資料：交通事故・道路統合データベース（H27-H30）
（イタルダ区間別データ）

三刀屋交差点
181.6件/億台km

単路部
147.1件/億台km

下熊谷交差点
298.1件/億台km 交差点

198.6件/億台km

■：100件/億台キロ以上
■：H30全国平均（58.2件/億台キロ）以上
■：H30全国平均（58.2件/億台キロ）未満

整備中区間は
増加

開通済区間では
約３割減少

資料：交通事故・道路統合データベース
（事故別データ）

三刀屋拡幅 L=4.1km

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

う
ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

資料：交通事故・道路統合データベース（H27-H30）（イタルダ区間別データ）

死傷事故件数の推移事故類型

●事業区間の死傷事故率は全国平均を上回る箇所が多く、事故類型は交通渋滞に起因する追突事故が約６割を占め、全国
平均より高い。また現在4車線整備中区間では、単路部での事故が頻発している。

●段階的な拡幅により、開通済区間で約３割減少していることから、今後整備を行う区間でも事故の減少が期待される。
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

４．事業の必要性
（１）現状の課題
課題③安全・安心な歩行空間の確保（歩行者等の安全性向上）

至

広
島

至

松
江

雲南市役所

三刀屋小

斐伊小

斐伊こども園

四ツ葉学園保育所

斐伊保育所

雲南消防本部
三刀屋川

斐伊川

三刀屋こども園

平成記念病院

三刀屋保育所

三刀屋高

雲南警察署

三刀屋総合センター
三刀屋中

み と や きすき

三刀屋木次IC

三刀屋拡幅 L=4.1km

H17年3月拡幅
L=0.7km （4/4）

H23年3月拡幅
L=0.5km （4/4)

H28年3月拡幅
Ｌ＝0.5kｍ （4/4）L=2.4km（用地買収及び工事推進中）

う
ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

２車線区間 L=1.9km ４車線区間 L=2.2km

54

314

271

272

271 332

45

26 197

さとがた

里方交差点

（市）要害１号線

（県）吉田三刀屋線
（旧国道）み と や

三刀屋新大橋

尺の内流通
業務団地

木次拠点工業団地さとくま

里熊大橋 L=290m

三刀屋拡幅（４車線開通済）

三刀屋拡幅（４車線整備中）

三刀屋拡幅（２車線整備中）

中心市街地活性化地域

高速道路 歩道未整備区間

一般国道 歩道幅員≦1.5m

主要地方道 警察・消防など

都道府県道 市役所

その他道路 学校・保育所

二次救急医療機関

54

写真②

●事業区間の沿線には学校や保育所、雲南市役所、病院等の施設が多く立地しており、４車線整備が完了した区間では、歩
道幅員が拡がったことで歩行者等の安全性が向上している。

●今後整備を行う区間には、歩道が設置されていない区間や、歩道幅員が狭く歩行者同士のすれ違いが困難な区間があり、歩
行者等の安全確保が課題となっている。

写真③

24

歩道狭小幅員

【写真①】R2.11撮影

至 広島

至 松江

【写真③】R2.11撮影

至 松江

至 広島

歩道拡幅済

歩道未整備

【写真②】R2.9撮影

至 松江

至 広島
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

上空写真（H9⇒H29）

（整備後）

1.00
1.071.071.09

1.15

1.13

1.37
1.31
1.35
1.421.45

1.56

1.65
1.70
1.64

1.751.73
1.781.801.801.771.78

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

人
口
伸
び
率
（Ｈ

年
基
準
）

1110

26

0

5

10

15

20

25

30

H23～H27 H28～R1

至

広
島

至

松
江

三刀屋川

斐伊川

54

314

271

272

271

332

45

26

197

さとがた

里方交差点
み と や

三刀屋新大橋

尺の内流通
業務団地

木次拠点工業団地
さとくま

里熊大橋 L=290m

24

み と や きすき

三刀屋木次IC

４．事業の必要性
（２）道路整備により期待される効果

雲南市庁舎

下熊谷地区
雲南市役所

下熊谷地区の人口伸び率

資料：住民基本台帳(H11を1.00とした場合)、雲南市提供資料より

人口増加

H17.3
三刀屋拡幅部分開通

H23.3
三刀屋拡幅部分開通

H28.3
三刀屋拡幅部分開通

54

凡例

三刀屋拡幅（４車線開通済） 高速道路

三刀屋拡幅（４車線整備中） 一般国道

三刀屋拡幅（２車線整備中） 主要地方道

中心市街地活性化地域 都道府県道

その他道路

●下熊谷地区では、４車線整備の完了に伴い市街化が進み、新規出店数や人口が増加している。

●本事業は雲南市の「中心市街地R54沿線まちづくり基本計画」に整備促進すべき事業として位置付けられており、今後整備を
行う区間が完成することにより、開発機運の高まりや、中心市街地の更なる活性化が期待される。

①中心市街地活性化の支援（新規出店数や人口の増加）

資料：R2 ヒアリング調査より
（40代男性）

三刀屋拡幅事業の区間は、

この地域の中心市街地として

賑わってきており、この地域

の「まちづくり」には、三刀屋

拡幅事業は必要だと思ってい

ます。

地元住民の期待の声

中心市街地の新規出店数

資料：雲南市提供資料より

L=2.4km（用地買収及び工事推進中）

しも くま たに

三刀屋拡幅 L=4.1km

H17年3月拡幅
L=0.7km （4/4）

H23年3月拡幅
L=0.5km （4/4)

H28年3月拡幅
Ｌ＝0.5kｍ （4/4）

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

２車線区間 L=1.9km ４車線区間 L=2.2km
う
ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

食の複合施設の新規オープン（R1.7.14）

至 松江

至 広島

大型店舗が進出

地理院地図より
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

島根県立中央病院

島根大学医学部
附属病院 雲南市立病院

奥出雲コスモ病院

平成記念病院

町立奥出雲病院

永生クリニック

飯南町立飯南病院

雲南消防本部・雲南消防署

奥出雲消防署

飯南消防署

島根県

広島県

雲南市

奥出雲町

飯南町

出雲市

安来市

松江市

三刀屋拡幅

出雲IC

斐川IC

宍道IC宍道JCT

三刀屋木次IC

吉田掛合IC

雲南吉田IC

54

４．事業の必要性
（２）道路整備により期待される効果

●雲南消防本部の救急活動では、国道54号等を利用し、平成記念病院、雲南市立病院等の二次救急医療機関や出雲市
及び松江市の三次救急医療機関等へ搬送を行っている。

●平成２８年３月の拡幅後、平成２９年より雲南消防本部の救急搬送人数が増加している。

●三刀屋拡幅事業を推進することにより、救急車両の進路確保や、より円滑な救急搬送が期待される。

②救急搬送を支援（円滑な搬送が可能となり、住民の安心な暮らしを支援）

資料：雲南消防本部 消防年報

雲南消防本部の救急搬送実績

資料：R2 ヒアリング調査より

雲南消防本部管内の病院や、出雲市及び松江市管内の病院への

搬送に国道54号を利用しています。三刀屋拡幅の部分開通により、

車道が広くなったため、一般車が端に寄りやすくなり、救急車両が早

く通れるようになりました。

残りの区間も車道が拡幅されることで、より円滑な救急活動

が行えるようになると期待しています。

雲南消防本部の声

凡例

三刀屋拡幅

高速道路

一般国道

主要地方道

都道府県道

その他道路

市境

雲南消防本部管内

54

9

1,317 1,305 1,197 1,136 1,179
1,296

1,472 1,544 1,536

859 814 959
941

971 843

848 768 772

2,176
2,119 2,156

2,077
2,150 2,139

2,320 2,312 2,308

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（人） 管内 管外
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

計　画

施　工

約4年延長

約4年延長工 事

設計・協議

設計・協議・占用物件移設

工 事

当初：R３年度

変更：R７年度

５．事業期間延期の要因

沿線関係者等との協議や占用物件移設調整に伴う延期 約４８ヶ月の事業期間増

至

広
島

至

松
江

雲南市役所

斐伊小

斐伊こども園

四ツ葉学園保育所

斐伊保育所

三刀屋川

三刀屋こども園

平成記念病院

三刀屋保育所

三刀屋高

雲南警察署三刀屋総合
センター

三刀屋中

み と や きすき

三刀屋木次IC

三刀屋拡幅 L=4.1km

H17年3月拡幅
L=0.7km （4/4）

H23年3月拡幅
L=0.5km （4/4)

H28年3月拡幅
Ｌ＝0.5kｍ （4/4） う

ん
な
ん

き
す
き

さ
と
が
た

（終
）雲
南
市
木
次
町
里
方

う
ん
な
ん

み

と

や

（起
）雲
南
市
三
刀
屋
町

み

と

や

三
刀
屋

２車線区間 L=1.9km ４車線区間 L=2.2km

54

54

314

271

272
271 332

26 197

さとがた

里方交差点

（市）要害１号線

（県）吉田三刀屋線
（旧国道）

み と や

三刀屋新大橋

さとくま

里熊大橋 L=290m

商業施設

●４車線区間に中央分離帯を設置することで沿道施設への出入りが制限され、各施設の利便性が低下するため、工事着手前
に雲南市等の関係機関と協力して、中央分離帯を設けることに関して沿線関係者等に丁寧に対応した。

●沿線関係者との協議や水道、電線類等の占用物件の移設に伴う調整にも時間を要しているため、工事着手の時期を見直し
たことから、事業期間の延期が必要となった。

凡例
学校・保育所 警察・消防など
二次救急医療機関 市役所
中心市街地活性化地域

凡例

三刀屋拡幅（４車線開通済)

三刀屋拡幅（４車線整備中)

三刀屋拡幅（２車線整備中)

高速道路

一般国道

主要地方道

都道府県道

その他道路

L=2.4km（用地買収及び工事推進中）

事業位置図

費
用
便
益
分
析
上
の

事
業
期
間

三刀屋拡幅の費用便益分析上の事業期間

右折車線

3000

直進車線 2車線

6500

路肩

500

自転車歩行者道

3500

Ｗ＝２５．０

自転車歩行者道

3500

路肩

500

直進車線 2車線

6500

中央分離帯

1000

■断面図（４車線区間）

W=10.0
（現況）
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一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

今回のとりまとめ結果
三刀屋拡幅
●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については、従来の3便益に加えて、「地域から期待される道路の役割」等を整理。

項 目 全体事業 残事業

総費用（C） 223 35

事業費 205 25

維持管理費 18 9.8

便益額（B） 226 90

走行時間短縮便益 218 87

走行経費減少便益 6.4 2.1

交通事故減少便益 1.5 0.22

費用便益比 1.01 2.5

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経緯（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両費、車両償却費）の減少効果
を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出して
いる。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩行
者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける
車両や構造物に関する物的損害額等）が減少する効果
を貨幣価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比 （億円）

※ 基準年：R2年

◆道路の役割

■道路の役割
①雲南市の魅力あるまちづくり（中心市街地形成や商業集積など）を支援

［宅地化等による人口増加(対H11：約1.8倍)、中心市街地の新規出店数の増加：2.6倍(H23～H27：10→H28～R1：26)］
②環境への影響を考慮した効果［約1.7千㌧/年のCO2削減］

三刀屋拡幅整備に伴う速度向上による地球環境（CO2）の改善効果を算定
③沿道環境の改善［NOX排出量：約5.1トン/年(約2.8%)削減、SPM排出量：約0.3トン/年(約3.2%)削減］

◆まとめ

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)
（ ）内は残事業B/C

5,800～18,800 台/日 約144億円 223億円 226億円 1.01（2.5）

-18-



一般国道５４号 三刀屋拡幅
み と や

＜参考資料＞

◆前回評価時との比較

前回再評価
(平成27年度)

今回再評価
(令和2年度)

備 考
（前回評価時からの変更点）

事業諸元 L=４．１km L=４．１km

計画交通量
５，９００/日

～１９，０００/日
５，８００/日

～１８，８００/日

・将来交通需要推計ベースの変更（H17年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース → H22年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）
・最新の事業化ネットワークを反映

総事業費 約１４４億円 約１４４億円

総費用
（C）

１８０億円 ２２３億円
・基準年の変更（H27基準からR2基準）
・供用年の変更

総便益
（B）

１９３億円 ２２６億円

・将来交通需要推計ベースの変更（H17年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース → H22年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）
・「費用便益分析マニュアル」改定（H30.2）による変更
・基準年の変更（H27基準からR2基準）
・供用年の変更

費用対効果
（B/C）

１．１ １．０１ 総費用及び総便益を見直したため

※費用/便益は基準年における現在価値の値
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一般国道５４号 三刀屋拡幅

〔島根県への意見照会と回答〕
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